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平成26年９月期連結業績予想の修正及び平成27年９月期業績予想に関するお知らせ 

 

 

 
 
１．平成26年９月期連結業績予想（平成25年10月１日～平成26年９月30日） 

 

近の業績動向を踏まえ、平成26年８月11日に公表いたしました平成26年９月期連結業績予想

を修正いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

 

前回発表予想（A） 

百万円 

3,760 

百万円

550

百万円

590

百万円 

770 

円 銭

5.77

今回予想（B） 3,850 500 650 870 6.75

増減額 （B－A） 90 △50 60 100 －

増減率  （％） 2.4 △9.1 10.2 13.0 －

(ご参考)前期実績 

(25 年９月期) 
1,603 △31 88 182 152.06

 

（修正の理由） 

 

当社グループは、投資銀行事業において平成26年９月期第４四半期に、翌期以降の投資収

益獲得のための投融資案件の「仕込み」と、業務受託による収益獲得を並行して推進いたし

ました。特に再生可能エネルギー等のアレンジメント案件において、プリンシパル投融資の

活用、人員の追加投入などにより、業務受託が順調に推移いたしました。また、不動産事業

においても仲介関連を中心に利益面が当初想定を上回って推移いたしました。この他、既存

の投融資案件において一定の評価見直し及び引当を想定し、営業外収益で当社グループが保

有する外貨建債権債務を平成26年９月期末時点の為替相場で評価替えすることによる為替差

益を見込んでおります。 



 

２．平成27年９月期 連結業績予想（平成26年10月１日～平成27年９月30日） 

 

当社グループの事業環境を鑑み、下記の通り次期（平成27年９月期）の連結業績予想をお知ら

せいたします。 

（単位:百万円） 

 

平成27年９月期に予想される当社グループの事業環境 

① 複数の再生可能エネルギー等のアレンジメント案件受託が順調に推移 

平成26年９月期にはアレンジメント案件受託が急増いたしました。平成27年９月期も再

生可能エネルギー（再エネ）関連のアレンジメントにおいて再エネ電源別に複数の案件

を見込んでおり、直近の再エネ市場の環境を織り込んだとしても、その他の案件を含め

て、アレンジメント業務受託が順調に推移する確度が高いと見込んでおります。 

 

②投資先であるベンチャーキャピタルファンドによる投資回収の見込み 

投資先のFinTech GIMV FUND,L.P.(FGF)は平成19年のファンド設立から７年目を迎えま

すが、本格的な投資回収期に入っております。投資先についてはバイオベンチャー企業

を中心に、複数のエグジットを見込んでおり、FGFの投資損益を取り込むことにより当

社業績への貢献を見込んでおります。 

 

③不動産事業の本格稼働 

平成26年３月に株式取得により連結子会社とした不動産会社の事業体制の見直しが進

み、不動産の仲介、戸建事業が連結業績に貢献してくる見込みであります。 

 

(注) 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は、今後の様々な要因により、上記予想数値とは異なる可能性があります。 

 

以  上 

 
平成25年９月期 

実績 

平成26年９月期 

業績予想 

平成27年９月期 

業績予想 

売上高 1,603 3,850 7,900

営業利益 △31 500 1,250

経常利益 88 650 1,200

当期純利益 182 870 1,100


